
広報によど川 12月号 《6》 

ま ち の 話 題 

11月９日　秋葉まつりの里を元気にする会「え

んこ巌」の主催による岩屋川渓谷と田舎料理満喫

ツアーが行われ、40人の参加者が秋の１日を楽

しみました。 

 あいにくの雨にもかかわらず、午前中は紅葉が

始まった岩屋川渓谷を散策し、秋葉まつりの舞台

となっている岩屋神社や秋葉神社も訪れました。 

 お楽しみの昼食は、山菜の揚げ物や煮物、アメ

ゴの塩焼きなど盛りだくさん。田舎でしか味わえ

ない料理に舌鼓を打ちました。 

 午後は、国の天然記念物に指定されている「大

引割・小引割」に移動。幅４～５㍍、深さ数十㍍

にも及ぶ岩の亀裂を恐る恐るのぞきこんでいまし

た。 

10月26日 山村自然楽校しもなの郷で、第３回し

もなの祭りが行われました。 

 大勢の参加者は、手作りのコンニャクや山菜を

使った料理などを味わいながら、名野川磐門神楽

を堪能しました。またユズの種飛ばし大会やじゃ

んけん大会などもあり、会場中に歓声が響きわた

っていました。 

超
か
ん
た
ん
有
機
農
業
勉
強
会 

種
ま
き
・
定
植
作
業 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
田
舎
料
理 

名
野
川
磐
門
神
楽
を
堪
能 

優
勝
賞
金
三
万
円
の
じ
ゃ
ん
け
ん 

大
会
。
勝
負
ご
と
に
歓
声
を
上
げ
て 

大
騒
ぎ
！ 

しもなの祭り 岩屋川渓谷と田舎料理満喫ツアー 

里の秋を満喫 

９
月
25
日
　
三
回
目
の
有
機
野
菜
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
も
「
有
機
の
が
っ
こ
う
」
の
山
下
一
穂
塾
長
を
講
師
に

招
き
、
勉
強
会
と
ほ
場
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
勉
強
会
は
午
前
中
、
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

前
回
に
引
き
続
き
「
有
機
農
業
の
栽
培
各
論
」
と
題
し
て
、
有

機
栽
培
の
意
義
や
必
要
性
を
交
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
の
作

り
方
に
つ
い
て
学
び
、
午
後
は
、
狩
山
の
ほ
場
で
畝
立
て
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
の
天
候
不
良
で
遅
れ
て
い
た
種
ま
き
・
定
植
作
業
も

十
月
十
三
日
に
や
っ
と
完
了
し
、
後
は
育
成
管
理
を
行
い
な
が

ら
収
穫
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 　

今
回
は
、
小
松
菜
、

に
ん
じ
ん
、
白
菜
な
ど

を
植
え
ま
し
た
。
野
菜

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
町
内
の
子
ど
も

た
ち
に
食
べ
て
も
ら
っ

た
り
、
参
加
者
で
試
食

を
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。 

　
十
二
月
か
ら
本
格
的

な
収
穫
が
始
ま
り
ま
す

の
で
、
次
回
は
収
穫
の

様
子
な
ど
を
お
伝
え
し

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ 

役
場
池
川
総
合
支
所 

地
域
振
興
課 

　
３
４
・
２
１
１
５ 

 

３００
回
コ
ン
ペ
達
成
！ 
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ま ち の 話 題 

三
百
回
目
の
記
念
大
会
に
出
場
し
た
皆
さ
ん 

３００
回
コ
ン
ペ
達
成
達
成
！ 
３００
回
コ
ン
ペ
達
成
！ 

楽
し
く
和
や
か
に 

　
　
　 

吾
川
地
区
運
動
会 

仁
淀
ゴ
ル
フ
会 

10
月
19
日
　
錦
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
（
日
高
村
）
で
仁
淀
ゴ

ル
フ
会
三
百
回
記
念
コ
ン
ペ
が

三
十
九
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
仁
淀
ゴ
ル
フ
会
は
、
西
村
医

院
・
西
村
荘
介
院
長
を
会
長
に

「
ゴ
ル
フ
を
通
じ
健
康
増
進
と

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
、
二
十
五
年
前

に
ス
タ
ー
ト
。
以
来
、
月
の
第

三
日
曜
日
を
「
コ
ン
ペ
開
催

日
」
と
定
め
、
雪
や
台
風
等
に

よ
る
中
止
は
あ
っ
た
も
の
の
月

一
回
の
コ
ン
ペ
を
続
け
、
こ
の

ほ
ど
三
百
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

　
ス
タ
ー
ト
当
時
は
会
員
八
人

で
し
た
が
、
旧
仁
淀

村
出
身
者
を
中
心
に

愛
好
者
を
募
り
、
歴

代
会
員
数
は
百
十
四

人
を
数
え
、
現
在
は

会
員
三
十
五
人
で
コ

ン
ペ
を
続
け
て
い
ま

す
。 

　
会
員
の
皆
さ
ん
は

「
ゴ
ル
フ
こ
そ
高
齢

者
、
若
者
が
隔
た
り

な
く
同
じ
土
俵
で
競

技
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
、
三
百
五
十

回
、
四
百
回
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
今

後
の
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。 

田元久木さん（83歳） マスターズ陸上大会で好成績 
10月19日～21日　皇子山総合運動公園陸上競技場（滋賀県）で開催さ

れた「マスターズ陸上競技大会」に田元久木さん（久喜）が出場し、

100㍍走で１位、200㍍走で２位と好成績を収めました。 

　県内だけではなく、県外の大会でも毎回活躍を見せる田元さん。「私

が頑張ることによって高齢者の励みになれば。仲間を増やしたいので、

陸上に興味のある方は、ぜひ一緒にやってほしいですね」とはつらつと

した笑顔で話していました。 

 記録は次の通りです。 

100㍍走（80歳～84歳の部）　第１位　18秒58 

200㍍走（　 　〃　　　　）　第２位　41秒26

11月２日　吾川中学校グラウンドで、吾川地区運動会が行われました。趣向を凝らした

競技の数々が行われ、参加者も応援の人たちも楽しく和やかに１日を過ごしました。 

今回も好成績を収めた田元久木さん 
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舞
台
で
は
池
川
小
学
校
児
童
に
よ
る 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
、 

参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た 

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

　
十
月
二
十
八
日
、
池
川
体
育

館
で
第
四
回
仁
淀
川
町
健
康
福

祉
大
会
（
主
催
・
仁
淀
川
町
、

仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

が
福
祉
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
な
ど
約
三
百
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
功

績
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人
へ
の

表
彰
お
よ
び
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
池
川
保
育

園
、
池
川
小
、
池
川
中
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
元
殿
様
キ
ン
グ
ス
の
メ

ン
バ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
命

の
つ
ど
い
」
理
事
長
・
多
田
そ

う
べ
い
氏
が
「
イ
キ
イ
キ
老

後･

上
手
に
年
を
取
る
方
法
」

と
題
し
て
講
演
。
次
男
を
悪
性

の
骨
髄
性
貧
血
で
亡
く
し
た
経

験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
お
話

に
、
参
加
者
は
心
を
打
た
れ
た

様
子
で
し
た
。 

 

　
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で

す
。 

町
長
表
彰 

◇
老
人
ク
ラ
ブ 

狩
山
明
朗
会

（
黒
川
照
明
会
長
・
四
十
三
人
） 

　
池
川
保
育
園
の
行
事
へ
参
加

す
る
ほ
か
、
会
員
が
交
替
で
毎

月
二
回
保
育
園
に
出
向
き
園
児

と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
域
集
会
所
で
自
主
的
な

運
動
教
室
を
開
き
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

◇
だ
ん
だ
ん
く
ら
ぶ 

（
中
島
道
雄
会
長
・
七
十
二
人
） 

　
平
成
十
五
年
か
ら
地
域
の
環

境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
七
夕
祭
り
や
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
な
ど
幅
広
い
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
　 

町
長
感
謝
状 

◇
田
村
　
敏
子
（
久
喜
） 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
会
長
表
彰 

◇
掛
水
　
笑
子
（
森
山
） 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
十
二
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
会
長
感
謝
状 

◇
池
川
手
作
り
ク
ラ
ブ 

（
氏
次
せ
い
子
会
長
・
十
人
） 

　
平
成
九
年
に
発
足
。
手
作
り

の
作
品
を
バ
ザ
ー
で
販
売
し
、

そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
長
年

に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
付
し
て
い
ま
す
。 

◇
窪
内
ミ
ネ
コ
（
坪
井
川
） 

◇
片
岡
百
合
子
（
名
野
川
） 

◇
大
野
久
美
子
（
高
瀬
） 

　
三
人
は
十
二
年
以
上
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　おかもと整体は、私が独自に、くふうするねつエネ

ルギー療法を施術に取り入れ、早期の治療効果も期待

できる整体を営みます。 

　午前８時～午後６時まで 

岡 本 東 洋 整 体  
 
◎休　　日…木曜日 
◎治療時間…約35分 
◎料　　金…一律2,000円 
◎受　　付　電話予約承ります。・予約者優先。 
◎整体のできる服装でお越しください。 

住所　仁淀川町土居甲１０５２　　 お問い合わせ・ご予約はTEL０８８９・３４・２６３０ 

広 告  

健康で共に生きるまちづくり 
健康福祉大会に300人 
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随時掲載 

雑誌山から望む中津明神山 

　
今
回
は「
雑
誌
山
」「
カ
ラ
池
」

を
歩
き
ま
し
た
。 

　
十
月
下
旬
、
紅
葉
も
色
づ
き

始
め
た
某
日
、
池
川
総
合
支
所

を
朝
九
時
に
出
発
。
町
道
小
郷

線
を
ツ
ボ
イ
に
向
け
車
を
走
ら

せ
、
緑
資
源
幹
線
林
道
を
経
由

し
、
牧
草
地
で
草
を
食
む
牛
を

横
目
に
見
な
が
ら
、
町
道
小
郷

線
終
点
の
水
の
峠
に
到
着
。 

　
帰
り
の
こ
と
を
考
え
、
カ
ラ

池
か
ら
の
登
山
道
降
口
の
緑
資

源
幹
線
林
道
に
車

一
台
を
置
き
に
行

き
、
十
時
二
十

分
に
登
山
開

始
。
カ
ラ
池
ま

で
の
登
山
道

は
、
地
域
活
性

化
グ
ル
ー
プ
池

川
応
援
団
に
よ

り
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
道
と
し
て

歩
き
や
す
く
整

備
さ
れ
て
お

り
、
安
心
し
て

登
山
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
。 

　
二
十
分
ほ
ど
雑
木
林
の
中

を
歩
く
と
最
初
の
急
こ
う
配

の
上
り
が
現
れ
ま
す
。
滑
り

や
す
い
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
登
る
こ
と
十
数
分
、
四
等

三
角
点
の
あ
る
平
坦
な
場
所

に
到
着
。
ほ
っ
と
一
息
つ
く

暇
も
な
く
本
日
二
度
目
の
急
こ

う
配
の
上
り
。
日
ご
ろ
の
運
動

不
足
を
後
悔
し
な
が
ら
十
数
分

で
ピ
ー
ク
に
到
着
。
上
が
っ
た

息
を
整
え
る
た
め
し
ば
し
休

憩
。
紅
葉
の
真
っ
盛
り
と
い
う

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

山
々
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
赤
や

黄
色
に
彩
ら
れ
て
い
る
の
が
見

渡
せ
ま
す
。 

　
鮮
や
か
な
景
色
に
背
中
を

押
さ
れ
、
気
持
ち
よ
く
登
っ

て
行
く
と
ブ
ナ
の
林
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。
世
界
遺
産
で

あ
る
白
神
山
地
の
ブ
ナ
の
原

生
林
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
自
然
の
息
吹
を
感
じ
な

が
ら
、
ブ
ナ
の
大
木
の
間
を

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
登
り
始
め
て
一
時
間
五
十

分
ほ
ど
で
雑
誌
山
頂
上
に
到

着
。
気
温
十
六
度
。
少
し
肌

寒
い
中
、
待
望
の
昼
食
。
山

頂
で
食
べ
る
弁
当
は
、
本
当

に
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。 

　
五
十
分
ほ
ど
山
頂
で
ゆ
っ

く
り
し
た
後
、
カ
ラ
池
を
目

指
し
て
出
発
。
ほ
ど
な
く
雑

誌
西
山
に
到
着
。
標
高
は
雑

誌
山
よ
り
高
い
の
で
す
が
、

山
頂
と
い
う
雰
囲
気
は
な

く
、
知
ら
ず
に
通
り
過
ぎ
て

し
ま
う
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

　
こ
こ
か
ら
急
な
坂
を
下
り
、

二
十
分
ほ
ど
で
カ
ラ
池
に
到

着
。
カ
ラ
池
の
名
前
の
と
お
り

水
は
た
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ス
ス

キ
が
秋
風
に
揺
れ
て
い
ま
し

た
。
梅
雨
時
に
は
雨
水
が
た
ま

り
、
池
が
現
れ
る
よ
う
で
す
。

今
度
は
水
の
た
ま
っ
た
カ
ラ
池

を
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。 

　
カ
ラ
池
を
後
に
、
植
林
の
中

の
小
道
を
降
り
る
こ
と
四
十

分
。
緑
資
源
幹
線
林
道
側
の
登

山
口
に
到
着
。
朝
の
う
ち
に
回

し
て
お
い
た
車
に
乗
り
込
み
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

ブ
ナ
の
大
木
が
続
く
登
山
道 

ス
ス
キ
に
覆
わ
れ
た
カ
ラ
池 




